
戴
、
御
膳
小
戴
と
変
わ
っ
て
い
き
、
名
称
、
注
文

数
の
変
化
か
ら
、
奥
御
所
の
女
官
、
典
侍
た
ち
の

心
理
の
動
き
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
他
の
菓
子
類
の
出
現
は
二
期
に
分
か
れ

る
。
初
期
の
延
享
1
安
永
年
間
に
は
草
餅
、
あ
ん

餅
な
ど
材
料
が
そ
の
ま
ま
分
か
る
名
称
で
あ
る

か
、
文
政
年
間
以
後
は
野
山
餅
、
白
糸
な
ど
そ
れ

.
、
、
ま
で
に
な
い
趣
の
あ
る
名
称
が
現
れ
、
現
在
の
和

菓
子
の
形
に
近
づ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
菓
子
の
注
文
に
ょ
っ
て
、
宮
廷
の

各
種
の
行
事
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
注
文
数
は
天
皇
の
方
針
、
政
治
的
、
文
化
的

情
勢
に
ょ
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
が
、
幕
末
の
数
十

年
の
間
に
は
物
価
上
昇
の
影
饗
が
強
く
現
れ
て
い

る
0

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
⑮鈴
木
重
治

え
い
ら
く

ど
、
つ
は
ち

け
ん
ざ
ん

『
乾
山
・
道
八
・
永
楽
銘
陶
片
』

な
い
。

と
と
も
に
近
世
美
術
史
上
に
一
頁
を
残
し
て
い
る

か
、
情
趣
的
で
沈
静
な
作
品
が
評
価
さ
れ
て
、

゛
、
、

L

る
。
仁
清
と
親
交
し
、
元
禄
十
二
年
(
一
六
九

九
)
彼
か
ら
土
、
釉
、
絵
付
な
ど
を
記
し
た
陶
法

い
ち
に
"
う

書
を
伝
受
し
た
。
一
方
、
楽
家
四
代
(
一
入
)
と

も
懇
意
で
り
、
彼
か
ら
は
楽
焼
を
学
ん
で
い
る
。

京
都
銀
座
年
寄
中
村
内
蔵
助
な
ど
の
理
解
者
を
得

て
作
陶
に
従
事
し
、
と
り
わ
け
書
は
乾
山
の
も
っ

と
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
と
定
評
が
あ
る
。
ま
た

「
乾
山
焼
」
の
特
徴
と
し
て
絵
替
り
金
彩
の
土
器

皿
、
銹
絵
付
に
白
を
配
し
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
乾
山
は
、
楽
焼
の
釉
の
下
に
赤
・
緑
・

黄
・
紺
青
・
紫
な
ど
の
顔
料
で
絵
付
す
る
こ
と
を

初
め
て
試
み
て
お
り
、
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
点

で
、
重
視
し
て
ょ
い
。

道
八
は
、
初
代
が
高
橋
道
八
で
、
二
代
が
仁
阿

弥
道
八
(
一
七
八
三
S
一
八
五
五
)
で
あ
る
。
木

ぺ
い
凡
い
せ
ん

米
と
と
も
に
頴
川
の
門
に
入
り
、
京
焼
伝
統
の
純

日
本
風
の
作
品
を
め
ざ
し
、
木
米
の
中
国
的
感
覚

と
対
比
さ
れ
る
。

永
楽
保
全
(
一
七
九
五
S
一
八
五
四
)
は
、
当

時
の
煎
茶
趣
味
に
乗
じ
て
、
交
趾
写
し
、
祥
瑞
写

し
、
金
欄
手
な
ど
を
工
夫
し
、
明
る
い
華
麗
な
色

謬
特
徴
の
あ
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。

(
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

こ
こ
に
示
す
乾
山
・
道
八
・
、
氷
楽
銘
の
陶
片

は
、
公
家
屋
敷
や
武
家
屋
敷
で
使
用
し
た
懐
石
用

の
食
器
と
、
そ
れ
に
関
係
す
る
資
料
の
中
で
も
基

凖
と
な
る
一
群
で
あ
る
。

乾
山
(
一
六
六
三
S
一
七
四
一
己
は
、
兄
光
琳

.

、

同
志
社
キ
ャ
ソ
ハ
ス
か
ら
出
士
し
て
い
る
近
世

の
陶
磁
器
の
う
ち
、
在
銘
の
資
料
は
き
わ
め
て
少

'

1'

(江戸時代)
同志社中学校休育煎地点他出士
乾面銘の高台径 4.1Cm
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